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人
間
を
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の
構
成
部
分
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し
て
そ
れ
に
調
和
的
な
る
態
度
に
出
る
に
反
し
、
人
間
が
自
然
の
要
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で
あ
る
こ
と
を
否

認
す
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
第
1
の
特
色
で
あ
る
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疑
い
も
な
く
全
東
洋
の
根
本
見
解
は
い
っ
そ
う
深
い
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
的
な
世
界
観
か

ら
の
み
す
べ
て
を
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(traditional, 
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l
)

で
4
かつ

lE
し
い
こ
と
を
い
い
、

っ
て
そ
れ
は
伝
統
的
で
あ
っ
て
も
陳
腐
な
(
o
u
t
-
o
f
,
d
a
t
e
,
0
I
d
,
f
a
s
h
i
o
n
e
d
~

t
i
m
e
,
w
o
r
n
)

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
と
は
い
え
、
む
ろ
ん

非
正
統
か
な
ら
ず
し
も
不
当
で
は
な
く
、

n
e
w
f
a
n
g
l
e
d
(
新
し
く
て
つ
ま
ら
な
い
）
と
と
も
に

up,to,date
も
存
す
る
。

き
正
統
の
意
味
に
従
っ
て
正
統
政
治
学
は
弁
証
法
的

(dialectical)

に
対
し
て
形
式
論
理
的

(
o
f
f
o
r
m
a
l
 logic)

で
あ
り
、

理
想
主
義

(realistic
idealism)

で
あ
り
、
こ
の
現
実
的
理
想
主
義
を
政
治
的
正
当
主
義

(political
l
e
g
i
t
i
m
i
s
m
)

と
い
う
。

む
ろ
ん
最
高
文
芸
を
主
張
す
る
学
と
し
て
正
統
政
治
学
の
ほ
か
近
代
的
な
る
弁
証
法
政
治
学
が
あ
り
、
「
人
生
は
短
か
く
、
文
芸
は
長

い、」

(
h
o
b
i
o
s
 b
r
a
l
c
h
u
s
,
 
he d
e
 t
e
k
h
n
e
 m
a
k
r
e
h
,
)

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
古
代
の
格
言
を
近
代
科
学
の
精
英
た
る
量
子
論
に
よ
っ
て

裏
書
き
し
つ
つ
主
張
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
実
存
主
義
の
弁
証
法
政
治
学
の
近
代
哲
学
的
深
遠
さ
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
形
式
論
理
の
う
え
に
立
つ
政
治
学
は
哲
学
的
根
拠
な
き
現
実
科
学
に
過
ぎ
な
い
か
、
そ
れ
と
も
せ
い
ぜ
い
の
と
こ

ろ
「
前
・
量
子
論
的
」
（
量
子
論
以
前
的
、

p
r
e
,
q
u
a
n
t
u
m
,
t
h
e
o
r
y
)

と
評
せ
ら
れ
る
法
実
証
主
義
の
主
張
で
あ
っ
て
、
理
想
主
義
的
主

張
を
欠
く
と
考
え
、
従
っ
て
形
式
論
理
政
治
学
の
す
べ
て
は
最
高
文
芸
の
観
念
を
ま
っ
た
＜
欠
く
浅
薄
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
弁
証
法
的
偏
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
本
論
の
主
眼
点
は
、
「
後
・
量
子
論
的
」
（
量
子
論
以
後
的
）
主
張
と
し
て
、
こ
の
「
原

で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
正
統
（
正
統
的
、

由
緒
（
ユ
イ
シ
ョ
）
あ
る

(
t
i
m
e
-
h
o
n
o
u
r
e
d
)

現
実
的

の
一
種
で
あ
り
、

う
え
の
ご
と 従

o
r
t
h
o
d
o
x
)

と
は
非
正
統
（
非
正
統
的
、

h
e
t
e
r
o
d
o
x
)

に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

以
下
に
論
ず
る
と
こ
ろ
は
最
高
文
芸

(
t
h
e
architectonic, 
t
h
e
 
master-art)
と
し
て
の
正
統
政
治
学

(
o
r
t
h
o
a
o
x
political 
sci-

e
n
c
e
)

で
あ
り
、

政
治
学
に
関
す
る
後
・
量
子
論
的
方
法
論
の

1
研
究

(
a
s
t
u
d
y
 o
f
 
t
h
e
 
p
o
s
t
,
q
u
a
n
t
u
m
,
t
h
e
o
r
y
 
m
e
t
h
o
d
o
l
o
g
y
)
 

1

緒

論

五
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孔
子

(
C
o
n
f
u
c
i
u
s
,

雅
楽
の
演
奏
原
理
に
つ
い
て
、

五

と
教
え

・
量
子
論
的
」

(proto,q.'th.)
偏
見
を
打
破
す
る
に
あ
る
。

m
H
i
p
p
o
k
r
a
t
e
s
,
 A
p
h
o
r
i
s
m
i
,
 I
,
 

1.

原
ギ
リ
ジ
ャ
語
文
は

vita
brevis, 
ars 
l
o
n
g
a

と
訳
さ
れ
、
ま
た

Life
is 
short, 
art 
is 
l
o
n
g

と
訳
さ
れ
る
。
し
か
し

こ
の
場
合
の
英
語
の
月
t

は
古
語
で
あ
り
、
現
代
語
の

art
a
n
d
 s
c
i
g
c
e

に
当
る
。
さ
れ
ば
上
の
英
訳
文
の
後
半
を
「
芸
術
は
長
い
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
誤
訳
で

あ
り
、
正
し
く
は
「
文
芸
は
長
い
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
文
芸
」
と
は
学
問
と
芸
術
の
両
者
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
り
、
「
学
芸
」
の
訳
語
を
避
け
た
の

は
「
学
芸
」
は
し
ば
し
ば
「
学
芸
会
」
の
「
学
芸
」
す
な
わ
ち
学
校
で
の
学
習
と
技
芸
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
出
隆
（
い
で
た
か
し
）
氏
は
う
え
の
t芹
h
n
e

ま
た

は
月
S

を
「
学
問
技
術
」
と
訳
し
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
の
意
味
を
以
上
の
ご
と
く
考
え
る
と
き
は
、
本
論
に
入
る
に
先
立
ち
孔
子
の
音
楽
論
と

カ
イ
ザ
ー
リ
ン
の
ア
ジ
ア
的
世
界
観
を
説
明
す
る
を
便
と
す
る
。
こ
の
両
哲
人
の
見
解
は
こ
の
緒
論
の
冒
頭
に
記
し
て
い
る
。

孔
子
の
音
楽
論

前
5
5
2
|
|＇前
4
7
9
年
）
は
満
68
歳
に
し
て
故
国
た
る
魯
（
口
、

L
u
)
に
帰
り
、
そ
の
後
、
没
す
る
ま
で

数
年
の
あ
い
だ
、
野
（
ャ
）
に
あ
っ
て
詩
経
・
書
経
を
整
理
し
、
易
の
序
を
書
き
、
礼
楽
を
整
え
、
ま
た
弟
子
た
ち
を
よ
く
教
え
導
い
た

が
、
こ
の
礼
楽
に
つ
い
て
は
い
つ
の
日
か
孔
子
は
「
天
下
道
あ
れ
ば
、
則
（
す
な
わ
）
ち
礼
楽
征
伐
天
子
よ
り
出
づ
、
」
（
天
下
有
道
、
則

礼
楽
征
代
自
天
子
出
、
）
と
、

ま
た
「
礼
楽
興
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
刑
罰
中
（
あ
た
）
ら
ず
、
」
（
礼
楽
不
興
、
則
刑
罰
不
中
、
」
と
教
え
た
。

魯
に
帰
っ
た
孔
子
は
そ
の
国
の
楽
長
に
対
し
、

た
。
こ
の
教
訓
の
意
味
に
つ
い
て
江
文
也
氏
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

楽
曲
を
始
め
る
前
に
は
、
よ
く
各
楽
器
の
調
子
を
あ
わ
せ
て
、

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

す
で
に
記
し
た
ご
と
く

「
始
め
作
す
に
…
…
」

一
斉
に
始
め
て
も
同
一
音
に
聞
え
る
よ
う
に
し
、
全
奏
（
ト
ゥ
ッ
テ
ィ
）
に
あ
っ
て

は
不
協
和
な
音
を
避
け
て
同
一
音
に
聞
え
る
よ
う
に
し
、
各
楽
器
の
独
奏
（
ソ
ロ
）
で
は
、
そ
の
音
色
（
ね
い
ろ
）
が
は
っ
き
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
し
て
、
演
奏
中
で
は
音
の
流
れ
を
絶
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
各
楽
器
を
配
置
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
で
始
め
て
1
楽
曲
の
演
奏
が
終
れ
る
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

こ
の
時
の
孔
子
の
音
楽
的
才
能
は
、
実
に
専
門
家
の
そ
れ
を
し
の
い
で
い
た
。

（
中
略
）
一
体
、
専
門
的
な
音
楽
家
と
い
う
も
の
は
、
時
代
の
い
か

ー

ん
を
と
わ
ず
、
い
つ
も
そ
の
音
楽
と
い
う
限
ら
れ
た
ち
い
さ
い
世
界
で
し
か
、
事
物
を
考
え
た
り
、
の
ぞ
い
た
り
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

江
文
也
、
上
代
支
那
正
楽
考
＇
孔
子
の
音
楽
論
—

2
5
7

頁
。
（
当
用
漢
字
、
新
か
な
づ
か
い
に
訂
正
）

り
、
独
奏
と
は
そ
の

sol0
部
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
全
奏
と
は
管
絃
楽
た
る

1
種
の
合
奏
協
奏
曲

(
c
o
n
c
e
r
t
o
gro_sso. 
pl. 
c
o
n
c
e
r
t
i
 
grossi)

に
お
け
る

tutti
部
で
あ

ソ
ロ
部
に
お
い
て
は
独
奏
は
し
ば
し
ば
管
絃
楽
的
伴
奏
(
a
n
orchestral 
a
c
c
o
m
p
a
n
i
m
e
n
t
)
 

を
伴
う
。
合
奏
協
奏
曲
は
独
奏
協
奏
曲
な
ど
と
区
別
せ
ら
れ
る
。

こ
の
音
楽
論
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
た
孔
子
の
最
高
文
芸
観
は
ア
ジ
ア
的
世
界
観
の
う
ち
創
造
的
進
化
説
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
種
の
ア
ジ
ア
的
世
界
観
に
お
い
て
芸
術
は
美
し
い
大
自
然
の
模
倣
で
あ
り
、
従
っ
て
狭
義
の
写
実
主
義

(realism)
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

的
世
界
観
を
代
表
す
る
。

シ
ナ
古
代
の
雅
楽
は
、

ま
ず
、
そ
の
旋
律
的
音
程

(
m
e
l
o
d
i
e
interval)

に
つ
い
て
い
え
ば
、

イ
ン
ド
古
代

の
22
不
平
均
律
と
と
も
に
ヘ
プ
ラ
イ
＂
ゲ
ル
マ
ソ
的
世
界
観
（
後
に
説
明
）
に
見
る

12平
＇
均
律

(twelve-fold
e
v
e
n
 t
e
m
p
e
r
a
m
e
n
t
)
 

よ
り
細
分
さ
れ
た
音
階
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
自
然
美
を
模
倣
す
る
に
適
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
琴
（
キ
ン
、

cĥ
in)
ー
ー
絃
楽
器

d

.

)

の
一
種
で

7
絃
ー
の
絃
か
ら
生
ず
る
音
は
笙
（
シ
ョ
ウ
、
s
h
e
n
g
)
と
か
篤
（
シ
ョ
ウ
、

s
h
a
o
)
な
ど
の
管

(
s
t
r
m
g
e
 
m
s
t
r
u
m
e
n
t
s
 

）

変

化

に

の
打
楽
器

(
p
e
r
c
u
s
s
i
o
n
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s

よ
り
も

楽
器
（
且
n
d
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s
)

や
磐
（
ケ
イ
、

c
h
'
i
n
g
)

や
鼓
（
コ
、

k
u
)

2
 

富
み
、
そ
の
出
現
後
、
琴
は
雅
楽
的
音
律
の
中
心
と
な
っ
た
。

り
英
国
に
生
れ
た
人
種
音
楽
学

(ethno,musicology)

や
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
発
展
し
た
比
較
音
楽
学

(vergleichende
M
u
s
i
k
w窟
酋
葵
"hft)

は
雅
楽
の
こ
の
長

所
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

固
江
文
也
、
上
代
支
那
正
楽
考
、
2
0
4

頁
参
照
。

(1) も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

五
四
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つ
ぎ
に
和
声
（
ワ
セ
イ
、

l
)
 

カ
セ
イ
）
的
音
程

(
h
a
r
m
o
m
o
u
s
m
t
e
r
v
a
 

楽
に
お
い
て
は
西
洋
的
和
声
ー
~
す
な
わ
ち
不
協
和
音

(
d
i
s
s
o
n
a
n
c
e
)
1
1

不
協
和
音
程
(
d
i
s
s
o
n
a
n
t

interval) 

和
音

(
c
o
n
s
o
n
a
n
c
e
)
1
1
協
和
音
程

(
c
o
n
s
o
n
a
n
t
int.)

へ
の
解
決
に
よ
る
安
定
感
（
シ
緩
）
と
を
巧
み
に
配
合
す
る
ー
|
'
を
特
色
と
す

る
に
対
し
、
広
く
雅
楽
は
大
自
然
を
模
倣
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
合
奏
協
奏
曲
に
お
い
て
協
和
音
の
み
を
尊
び
、
こ
の
協
和
音
に
よ
っ
て

大
自
然
の
、
目
に
見
る

picturesque
v
i
e
w
s
に
も
よ
く
調
和
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
天
皇
の
お
歌
た
る

”i 

（
虫
声
非
一
）
秋
の
野
の
ち
ぐ
さ
の
花
の
い
ろ
い
ろ
を
声
に
う
つ
し
て
虫
ぞ
な
く
な
る

音
楽
は
天
地
間
の
調
和
原
理
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
に
当
る
。

り
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、
付
録
、

17
頁。

固
（
明
治
37
年
）
。
他
の
お
歌
に
（
草
花
）
秋
の
野
の
ち
ぐ
さ
の
花
に
く
ら
ぶ
れ
ば
染
め
な
す
色
は
限
あ
り
け
り
（
明
治
37
年
）
と
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
東
洋
雅
楽
の
合
奏
協
奏
曲
が
広
義
の
モ
ノ
フ
ォ
ニ
ー

(
m
o
n
o
p
h
o
n
y
,
単
施
律
音
楽
、
単
音
楽
）

ー
ー
広
義
の
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ー

(
h
o
m
o
p
h
o
n
y
,
同
声
音
楽
、
同
音
音
楽
）
ー
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
狭
義
の
モ
ノ

フ
ォ
ニ
ー
と
狭
義
の
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ー
を
含
む
も
、
ボ
リ
フ
ォ
ニ
ー

(
p
o
l
y
p
h
o
n
y
,
多
声
音
楽
、
多
音
音
楽
、
複
音
楽
）
を
含
ま
ず
、
た
だ

舞
楽
の
序
に
お
け
る
カ
ノ
ン

(
c
a
n
o
n
)
風
の
奏
楽
に
よ
り
ボ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
に
お
わ
す
よ
う
で
あ
る
。

倣
に
は
む
ろ
ん
ボ
リ
フ
ォ
ニ
ー
中
の
対
位
法

(the
art 
o
f
 c
o
u
n
t
e
r
p
o
i
n
t
)

を
用
い
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
協
和
音
程
を
利
用
す
る
を
純
理

論
的
に
は
理
想
と
す
る
も
、
こ
の
意
味
で
の
対
位
法
利
用
は
平
凡
人
（
中
人
、
凡
夫
）
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
い
か
な
る
芸
能

(artistic

m
 

a
c
q
u
i
r
e
m
e
n
t
s
)
上
の
天
オ

(
m
e
n
o
f
 talent)

に
と
っ
て
も
そ
の
音
楽
的
芸
能

(musical
a
c
q
u
i
r
e
m
e
n
t
s
)
か
ら
云
っ
て
不
可
能
の

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

こ
そ
は
こ
の
代
表
的
ア
ジ
ア
的
世
界
観
に
お
け
る
音
楽
観
で
あ
り
、

に
関
し
て
云
え
ば
、

五
五

そ
れ
は
大
自
然
界
の
音
楽
の
模

こ
の
音
楽
観
は
楽
記
の
う
ち
に
「
楽
者
天
地
之
和
也
、
」
と
あ
り
、

に
よ
る
緊
張
感
と
協

ヘ
プ
ラ
イ
11
ゲ
ル
マ
ン
的
な
西
洋
音
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

こ
と
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
の
結
果
で
あ
り
、

を
」
完
全
に
「
声
に
う
つ
し
」
う
る
の
は
ひ
と
り
神
の
み
わ
ざ
の
み
で
あ
ろ
う
。
武
鳥
羽
衣
も
「
聞
け
や
ひ
と
び
と
お
も
し
ろ
き
／
こ
の

天
然
の
音
楽
を
／
調
べ
自
在
に
弾
（
ひ
）
き
給
ふ
／
神
の
お
ん
手
の
尊
（
た
ふ
と
）
し
や
」

り

主

旋

律

(the
principal 
melody)
た
る
ソ
ロ
と
伴
奏

(
a
c
8
m唸
m
i
m
e
n
t
)
を
主
と
す
る
。
装
飾
的
に

heterophony
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

ー
の
う
ち
独
唱
に
伴
奏
に
伴
う
も
の
を
狭
義
の

m
o
n
&
y
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。

岡
対
位
法
は
英
国
現
代
の
評
論
家
・
小
説
家
と
し
て
有
名
な
ハ
ク
ス
リ
ー(
A
.
L
•
H
u
x
l
e
y
,

1894-)
が
文
学
に
用
い
て
成
功
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

1928年
に

'̂Point 
Counter Point "
 (
わ
が
国
で
は
「
恋
愛
対
位
法
」
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
）
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
人
は
英
国
の
世
界
的
科
学
者
ハ
ク
ス
リ
ー
の
孫
。

固

a
c
q
u
i
r
m
g
g
a
c
c
o
m
p
l
i
s
h
m
e
n
t
s
は
広
義
ヤ
お
い
て

intelligence,
intellecttal 
aQJuiremens (~~) 

~
.
,
.
p
今
口
み
、
血
公
義
で
は
士

K
3配
の
み
を
学gナ
コ
が
、Be
n

of talent
の
意
味
か
ら
考
え
て
こ
の
狭
義
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
自
作
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、
付
録
、

19
頁
参
照
。

以
上
の
ご
と
く
孔
子
の
音
楽
論
を
説
明
し
た
わ
た
く
し
は
次
に
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
の
ア
ジ
ア
的
世
界
観
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
こ
こ
に
は
世
界
観
を
ま
ず
次
の
ご
と
く
別
っ
て
考
え
る
。

ni 

⑧
ア
ジ
ア
的

(Asiatic)

]
:
創
造
的
進
化
説

(excluding 
Africa) 

(creative 
evolution 
doctrine) 

⑪
汎
神
説

(
p
a
n
t
h
e
i
s
m
)

①
東
洋
的

(Eastern)

⑯
オ
リ
ニ
ン
ト
的

(Oriental)

(
9
e
l
u
d
i
n
g
 A
f
r
i
c
a
)
1
1特
殊
創
造
説

(special
creation 
doctrine) 

②
西
洋
的

(
W
e
s
t
e
r
n
,
Occidental) 

1
1
欧
米
的

(
E
u
r
o
p
a
e
o
-
A
m
e
r
i
c
a
n
)

⑥
ギ
リ
シ
ャ
＂
ロ
ー
マ
的

(
G
r
a
e
c
o
-
R
o
m
a
n
)

一
⑯
へ
。
フ
ラ
イ
11
ゲ

ル

マ

ソ

的

臼

e
b
r
e
w、 G
e
r
m
a
n
i
c
)

m
マ
ル
ク
ス
の
ア
ジ
ア
的

(asiatisch)
は
エ
ジ
プ
ト
を
含
み
、
オ
リ
ニ
ソ
ト
的
(
0
号
ntalisch)
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
い
う
ア
ジ
ア
的

は
ア
フ
リ
カ
を
含
ま
な
い
意
味
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
は
か
れ
ら
の
知
る
世
界
を
ニ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
と
ア
シ
ア

(Asia)
の
2
に
別
ち
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
ア

こ
の
考
え
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

と
詠
じ
て
い
る
。

ホ
モ
フ
ォ
ニ

思
う
に
「
秋
の
野
の
ち
ぐ
さ
の
花
の
い
ろ
い
ろ
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五
七

写
実

こ
の
進
化
論
的
立
場
に
お
い
て
は

ボ
ロ
ヘ
の
賛
歌
に
お
い
て
ニ
ウ
ロ
ー
ペ
ー

(Eur6hpe)
と
は
ペ
ロ
ボ
ネ
ー
ソ
ス

(Pekip6nesos)
半
島
と
ニ
ー
ゲ
海
諸
島
の
み
を
指
し
、
一
般
的
に
い
っ
て
ア
シ
ア

な
る
語
は
次
第
に
ア
フ
リ
カ
の
北
部
を
も
含
む
こ
と
を
な
っ
た
が
、
ヘ
ー
ロ
ド
ト
ス

(
H糾
6dotos)
は
既
知
の
ア
フ
リ
カ
を
リ
ビ
ュ
ニ
ー

(Libue)
の
名
に
よ
っ
て

ア
シ
ア
よ
り
除
い
た
。

、
、
、
、
、
、

う
え
の
ア
ジ
ア
的
世
界
観
は
汎
神
説
的
宗
教
と
自
然
尊
重
を
特
色
と
し
、
そ
こ
に
出
現
す
る
哲
学
た
る
宗
教
ー
e
i
n
d
R
e
l
i
g
i
o
n
 u
n
d
 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
-

・
~
は
早
翌
尚
ナ
令
―
字
を
な
す
。
し
か
る
に
礼

ら
、
礼
は
哲
学
的
宗
教
の
補
充
と
し
て
非
常
な
る
発
達
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
オ
リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
に
お
い
て
は
特
殊
創
造
説

(special 
c
r
e
a
t
i
o
n
 t
h
e
o
r
y
)
と
自
然
征
服
を
特
徴
と
し
、
こ
の
宗
教
的
世
界
観
に
は
最
高
文
芸
の
観
念
が
存
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
自
然
征
服
観
か
ら
芸
術
が
否
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
礼
の
発
達
を
見
な
い
。
う
え
の
ア
ジ
ア
的
ま
た
は
オ
リ
ニ
ン
ト
的
は
と
も
に
ア
フ
リ

力
を
含
ま
な
い
意
味
で
地
域
的
に
は
同
じ
く
、

い
う
語
と
「
オ
リ
ニ
ン
ト
的
専
制
」

(
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
c
h
e
r
D
e
s
p
o
t
i
s
m
u
s
)

を
連
想
し
て
の
ゆ
え
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
う
え
の
ア
ジ
ア
的
世
界
観
は
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
す
る
に
、

ひ
と
し
く
汎
神
説
的
宗
教
を
認
め
る
と
は
云
え
、
⑭
創
造
的
進
化

説
と
⑧
汎
神
説
に
わ
か
れ
、
⑭
創
造
的
進
化
説
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
場
合
の
ご
と
き
明
白
さ
に
は
出
て
い
な
い
が
、
仏
教
の

p
a
r
a
、

n-

の

g
a
t
i
観
に
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
孔
子
も
釈
迦
も
個
個
の
人
間
の
衝
動
を
離
れ
て
は
人
間
の
本
質
を
理
解
し
え
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
か

ら
、
孔
子
に
も
こ
の
種
の
進
化
論
が
恐
ら
く
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
進
化
論
に
基
づ
き
大
自
然
の
美
を
尊
び
、
ま
た
人
間
の
自
然
の

本
性
た
る
正
義

(
d
i
k
a
i
o
n
)

と
か
愛
を
仁
義
と
か
王
法
の
名
に
尊
重
し
て
会
議
政
治
を
主
張
す
る
。

形
式
論
理
が
前
提
と
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
イ
ン
ド
で
は
因
明

(
h
e
t
u
,
v
i
d
y
a
)

と
い
う
。
ま
た
こ
の
立
場
は
う
え
の
自
然
尊
重
か
ら
、

筍

主
義

(
r
e
a
l
i
s
m
)
の
芸
術
を
要
求
し
、
か
く
て
こ
の
立
場
の
哲
学
た
る
宗
教
は
最
高
文
芸
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
写
実
主
義
の
音

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

(
s
a
v
o
i
r
,
v
i
v
r
e
)

は
一
般
的
に
音
楽
そ
の
他
の
芸
術
と
深
い
関
係
を
有
す
る
か

し
か
も
か
か
る
使
い
別
け
を
す
る
の
は
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
の
「
ア
ジ
ア
的
」

(asiatisch)
と
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わ
れ
、

こ
の
立
場
に
お
い
て
は
時
に
超
国
家

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

楽
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。

つ
ぎ
に
写
実
主
義
の
美
術
に
つ
い
て
述
べ
る
に
、
そ
れ
は
写
実
主
義
の
延
長
と
も
見
る
べ
き
抽
象
美
術

(
a
b
s
t
r
a
c
t
 
a
r
t
)

を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
西
洋
に
お
け
る
写
実
主
義
美
術
の
場
合
に
通
じ
る
。

を
素
材
と
し
た
抽
象
、

そ
れ
は
さ
ら
に
的
大
自
然
の
美
を
素
朴
と
す
る
も
の
と
⑯
大
自
然
の
美
と
醜

と
を
区
別
し
な
い
で
と
も
に
素
材
と
す
る
も
の
の

2
に
別
た
れ
、
そ
の
う
ち
⑧
大
自
然
の
美
を
素
材
と
す
る
も
の
は
う
え
の
創
造
的
進
化

0、

論
の
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
心
象
徴
主
義

(
s
y
m
b
o
l
i
s
m
)

と
分

s
u
r
r
e
a
l
i
s
m
e

に
わ
か
た
れ
る
。
一
般
に
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
は
精
神
分
析
学
に
よ
っ
て
説
明
し
う
る
が
、
う
え
の
創
造
的
進
化
論
の
場
合
は
ユ
ソ

(
J
u
n
g
)

の
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
し
え
ら

田
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、

31
頁、

1
0
1
頁。

固
自
著
、
前
掲
、

2
頁。

固
写
実
主
義
の
芸
術
。
こ
こ
に
実
在
（
実
体
、

being,
reality)

と
い
う
語
を
現
象
に
対
し
て
で
な
く
、
観
念

(idea)
ー
人
間
の
意
識
内
容
ー
に
対
し
て
用
い
る
と
き

芸
術

(art)

と
は
実
在
の
模
倣
に
よ
る
美
の
表
現
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ー
ソ
以
来
こ
の
意
味
で
芸
術
は
自
然
の
下
位
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
写
実
主
義
の
芸
術

で
あ
り
、
印
象
主
義

(inpressinism)

を
含
む
。
従
っ
て
こ
の
芸
術
は
そ
の
延
長
と
し
て
実
在
を
指
示
物
と
す
る
象
徴
を
も
認
め
る
。
し
か
し
オ
ス
カ
・
ワ
イ
ル
ド

(
O
s
c
a
r
 W
i
l
d
e
)

の
ご
と
き
、
唯
美
主
義

(
a
e
s
t
h
e
i
s
m
)
を
主
張
す
る
も
の
は
、
反
対
に
自
然
が
芸
術
の
模
倣
で
あ
る
と
す
る
。

山
象
徴
主
義
者
は
そ
れ
が
実
在
（
実
体
）
的
ー
観
念
的
に
対
す
る
—
な
指
示
物
な
く
し
て
意
義
が
あ
る
と
称
す
る
。
し
か
し
本
文
の
場
合
の
象
徴
主
義
に
お
け
る
象
徴
は

象
徴
主
義
者
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
。
思
う
に
、
広
い
意
味
の
記
号

(signs)

は
か
な
ら
ず
指
示
物

(referents)

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に

m作
為
的
記
号
、

す
な
わ
ち
象
徴

(
s
y
m
b
o
l
s
)
と
岡
自
然
的
記
号
（
狭
義
の
記
号
）
す
な
わ
ち
徴
候

(signals,
s
y
m
p
t
o
m
s
)

ま
た
は
徴
表

(
s
y
m
p
t
o
m
s
)
の
2
種
類
が
あ
り
、
本
文

の
場
合
の
象
徴
は
実
在
的
な
指
示
物
と
し
て
の
大
自
然
の
美
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
ア
ジ
ア
的
世
界
親
の
う
ち
⑧
汎
神
説
は
ウ
。
ハ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
化
し
た
諸
行
無
常
の
仏
教
経
典
を
超
越
す
る
祖
師
禅
に
う
か
が

人
間
自
然
の
本
性
た
る
善
（
正
義
•
愛
）
・
悪
を
実
存
主
義
弁
証
法
に
お
い
て
認
め
る
が
、

れ
る
。

r
a
c
t
i
o
n

と
あ
り
、
こ
の
①
は
写
実
主
義
の
延
長
で
あ
り
、

す
な
わ
ち

!
'
a
b
s
t
r
a
c
t
i
o
n

と
②
大
自
然
の
姿
と
絶
縁
し
た
抽
象
、
す
な
わ
ち

l
'
a
b
s
t
r
a
i
t
1
1
c
o
m
p
l
e
t
e

a
b
s
t
,
 

お
よ
そ
抽
象
美
術
に
は
①
大
自
然
の
姿

五
八
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五
九

主
義
的
専
制
主
義
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
逆
に
時
に
極
端
な
享
楽
的
個
人
主
義
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
1
種
の
写
実
主
義
芸
術

か
く
て
こ
の
立
場
の
哲
学
た
る
宗
教
も
最
高
学
芸
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

R
e
l
i
g
i
o
n
 
u
n
d
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
^
＾
と
は
こ
の
意
味
の
ア
ジ
ア
的
汎
神
説
的
最
高
文
芸
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
カ
イ
ザ
ー
リ

ン
の
主
張
は
こ
れ
を
既
述
の
ア
ジ
ア
的
な
る
創
造
的
進
化
説
に
つ
い
て
言
う
と
き
も
真
に
適
切
で
あ
る
と
言
い
う
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の

後
の
意
味
を
主
張
す
る
が
ゆ
え
に
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
の
こ
の
語
句
を
冒
頭
に
引
用
す
る
。

田
辺
元
博
士
、
国
家
の
道
義
性
（
中
央
公
論
、
昭
和
16
年
秋
季
特
大
号
所
載
）
。
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
進
化
論
的
宗
教
、

94
頁、

95
頁
に
批
判
。

し
か
ら
ば
う
え
の
ア
ジ
ア
的
汎
神
説
の
要
求
す
る
芸
術
は
い
か
ん
。
ま
ず
こ
れ
を
美
術
に
見
る
に
、
写
実
主
義
と
し
て
そ
れ
は
、
古
来
、

大
自
然
の
美
と
区
別
さ
れ
る
醜
ー
|
形
式
論
理
の
立
場
に
て
の
醜
ー
に
お
い
て
そ
の
弁
証
法
上
の
美
を
主
張
す
る
ゆ
え
に
、
「
幽
玄
」
、

ni 

「
わ
び
」
、
「
さ
び
」
の
名
に

m
o
n
o
t
o
n
o
u
s
な
ツ
ヤ
消
し
の
美
を
尊
び
、
ま
た
寒
山
、
拾
得
（
カ
ン
ザ
ン
、
ジ
ッ
ト
ク
）
や
ね
む
り
布

の

袋
（
ホ
テ
イ
）
の
珍
姿
を
喜
び
、
写
実
主
義
の
延
長
た
る
抽
象
美
術
と
し
て
、
す
な
わ
ち

l'abstraction
(
前
出
）
と
し
て
、
そ
れ
は
近

め

0.

代
に
お
い
て
西
洋
的
な

c
u
b
i
s
m

や
1
種
の

s
u
r
r
e
a
l
i
s
m
e
を
尊
び
、

(
A
d
l
e
r
)

ま
た
は
フ
ロ
イ
ト

(
F
r
e
u
d
)

で
説
明
し
う
る
。

0

自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、
付
録
17
頁、

27
頁
。
な
お
世
阿
弥
（
ゼ
ア
ミ
）
の
い
う
「
幽
玄
」
は
能
楽
で
尊
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
わ
び
」
ま
た
ば
・

「
さ
び
」
の
意
味
の
「
幽
玄
」
と
区
別
せ
ら
れ
る

3

固
評
論
家
望
月
信
成
は
約
3
5
0

年
前
の
「
白
紙
の
画
賛
」
と
い
う
わ
が
国
の
作
品
は
白
紙
に
何
も
か
か
ず
た
だ
一
隅
に
小
さ
く
暑
い
夏
に
涼
し
い
滝
と
い
う
意
味
が
文
字

で
か
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ク
リ
ー
の
フ
ォ
ソ
ク
ー
ナ
が

informel
と
し
て
白
い
紙
を
小
刀
で
2
、

3
度
切
っ
た
だ
け
の
作
品
を
出
し
た
よ
り
も
進
ん
だ
画
境

を
示
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
（
読
売
、
昭
和
3
9
,
8
,
2
3
,

随
想
）
。
日
本
の
上
の
絵
は
日
本
の
実
存
主
義
と
結
合
す
る

I'abstraction
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

固
い

Picasso
の

cubism
(
1
9
0
7
,
1
9
1
7
)
.
 
1913,llf-

「
ギ
ク
ー
を
廷
t
つ
里
ハ
」
。
ピ
カ
ソ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
(
1
9
2
7
ー
）
。
ピ
カ
ソ
の
こ
の
種
作
品
の
う
ち
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス

(Velazquez)
の

L
a
s
Menifias 
(Maids of 
H
o
n
o
u
r
,
宮
廷
の
侍
女
た
ち
）
か
ら
描
い
た
も
の

(
1
9
5
7
)

は
ア
ド
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
マ
ネ
ー

(Manet)
の

L
a

(1) 

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

が
要
求
さ
れ
、

こ
の
場
合
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
ュ
ン
で
で
な
く
ア
ド
ラ
ー

か
の
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
の
主
張
す
る

.. 
e
i
n
e
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

一
方
、
ソ
連
で
は
1
9
3
2
年
い

禅
と
結
合
し
て
主
張
さ
れ
る
軽
音
楽
は
ナ
イ
ー
ヴ
で
な
い

D
昏
u
n
e
r
sur l'herbe 
(
M
e
a
l
 o
n
 the 
Grass,
草
の
上
の
食
事
）
か
ら
描
い
た
も
の
(
1
9
6
1
)

は
フ
ロ
イ
ト
に
よ
っ
て
説
明
し
う
る
。
う
え
の
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
絵

は
印
象
派
風
で
あ
り
、
マ
ネ
ー
は
う
え
の
作
品
な
ど
に
よ
り
、
モ
ネ
ー
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、
ド
ゥ
ガ
ー
と
と
も
に
印
象
主
義
の
大
家
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
の
こ
の
絵
は
落
選
者

展
覧
会
（
炉
Ion
d
e
s
 Refuses)
に
出
陳
さ
れ
た
の
で
ま
た
有
名
で
あ
る
。
印
象
主
義
は
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
（
固
有
色
）
を
否
定
す
る
。

な
お
う
え
の
立
場
の
禅
を
あ
る
種
の
軽
音
楽
と
結
合
せ
し
め
る
企
て
が
近
代
西
洋
の
禅
信
奉
者
な
ど
の
間
に
存
す
る
。

(
l
i
g
h
t
 
m
u
s
i
<
;
)

は
重
音
楽

(
s
e
r
i
o
u
s
m
u
s
i
c
)

ー
芸
術
的
企
図
の
も
と
に
創
作
さ
れ
る
ー
|
と
区
別
さ
れ
る
単
な
る
娯
楽
的
の
も
の

で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
が

n
a
i
v
e

な
音
楽
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

と
と
も
に

s
o
p
h
i
s
t
i
c
a
t
e
d
m
u
s
i
c

で
あ
り
、
お
よ
そ
い
か
な
る
哲
学
と
も
結
合
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

ひ
ろ
く
軽
音
楽

ら
い
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム

(socialist
r
e
a
l
i
s
m
)

を
文
学
お
よ
び
芸
術
の
指
導
理
念
と
し
、

1
9
5
5
年
の
「
雪
ど
け
」
に
よ
る
反
動
、

「
退
廃
的
な
ジ
ャ
ズ
」
、

も
こ
の
道
義
的
批
判
だ
け
は
自
由
主
義
国
家
の
心
あ
る
識
者
た
ち
も
こ
ぞ
っ
て
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

「
不
協
和
音
を
喜
ぶ
馬
鹿
者
た
ち
」
と
い
う
は
げ
し
い
批
判
が
存
し
た
、

と―ヽ

し
カ

く
に
音
楽
・
絵
画
に
お
け
る
反
動
い
ら
い
、
こ
の
種
の
軽
音
楽
に
対
し
て
は
あ
る
種
の
抽
象
絵
画
に
対
し
て
と
同
じ
く
、
き
び
し
い
非
難

と
あ
る
種
の
断
圧
が
加
え
ら
れ
、

い
ソ
連
で
は

twist
と
軽
音
楽
の
併
用
を
禁
止
し
て
い
た
。

twist
は
、
社
交
ダ
ン
ス
や
下
記
の
ダ
ソ
ス

(clangng)
と
と
も
に
、
舞
踊
で
は
な
く
、
単
な
る
娯
楽
た

る
ダ
ソ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
そ
れ
は
扇
情
的
か
つ
だ
れ
も
お
ど
れ
る
う
え
ど
ん
な
曲
に
も
向
く
。
従
っ
て
そ
れ
は
サ
ソ
リ
の
求
愛
ダ
ン
ス
を
連
想
せ
し
め
る
。

hula,hula
は

h
i
p
と
手
の
動
き
に
重
点
が
あ
り
、

T
巴
iti

の
女
の
オ
ド
リ
は

W
巴
st

と

h
i
p
の
動
き
に
重
点
が
あ
る
。

rog'a,billy
は

rock'and'roll
と

hillbilly
の
結
合
し
た
も
の
。

t
h
e
B
e
a
t
l
e
s
は
英
国
の
ロ
カ
ビ
リ
ー
・
カ
ル
テ
ッ
ト
。
こ
の
ほ
か
に
•
S日
昔

．．
 

な
お
う
え
の
実
存
主
義
弁
証
法
は
キ
ニ
ア
ケ
ゴ
ー
ア
に
よ
っ
て
「
質
的
弁
証
法
」
ま
た
は
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
弁
証
法
と
言
わ
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
量
的
弁
証
法
」
ま
た
は
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
の
弁
証
法
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

の
弁
証
法
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
弁
証
法
も
含
む
が
、
現
在
に
お
い
て
代
表
者
な
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
唯
物
弁
証
法
で
あ
り
、
ソ
連

は
こ
の
唯
物
弁
証
法
に
よ
る
哲
学
を
1
9
3
2

年
い
ら
い
最
高
文
芸
と
し
て
既
述
の
ご
と
く
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
芸
術
を
要
求
し
て
い

六
〇
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と
正
義
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
に
当
る
と
思
い
う
る
。

一/‘ 

た
。
こ
の
芸
術
観
に
従
え
ば
次
の
ご
と
く
な
る
。
弁
証
法
的
歴
史
発
展
を
表
現
す
る
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
み
が
真
の
動
の
芸
術
で

あ
り
、
真
の
リ
ア
リ
ズ
ム
（
写
実
主
義
）
で
あ
る
。
形
式
論
理
に
立
つ
、
他
の
す
べ
て
の
芸
術
に
つ
い
て
言
え
ば
、
動
を
描
く
と
自
称
す

る
印
象
主
義
の
絵
画
す
ら
現
在
の

1
種
の
動
の
み
を
描
い
て
そ
の
他
の
動
を
描
か
ず
、
従
っ
て
そ
そ
れ
は
真
の
動
の
芸
術
で
は
な
い
。

以
上
に
お
い
て
ア
ジ
ア
的
世
界
観
に
お
け
る
最
高
文
芸
と
し
て
の
哲
学
的
宗
教
を
、
創
造
的
進
化
説
と
汎
神
説
の
両
者
に
つ
い
て
論
じ

た
。
し
か
る
に
礼
ー
|
'
こ
れ
を
西
洋
風
に
言
え
ば

savoir,vivre
の
意
味
の

lぷ
tiquette
ー
ー
心
翌
日
楽
そ
の
他
の
芸
術
と
深
い
関
係
を
有

す
る
か
ら
、

ア
ジ
ア
的
世
界
観
の
場
合
、
礼
は
哲
学
的
宗
教
の
補
充
と
し
て
の
重
要
な
る
意
義
を
有
し
、
こ
の
意
義
に
よ
っ
て
非
常
な
発

達
を
し
て
い
る
。
孔
子
は
こ
の
意
義
に
つ
い
て
「
中
行
（
チ
ュ
ウ
コ
ウ
）
を
得
て
こ
れ
に
与
（
く
み
）
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
狙
（
ー
_
ケ

ソ
）
か
。
狂
者
は
進
み
て
取
り
、
狽
者
は
為
さ
ざ
る
と
こ
ろ
有
る
な
り
。
」
（
不
得
中
行
而
与
之
、
必
也
狂
狽
乎
。
狂
者
進
取
、
狽
者
有
所

不
為
也
、
」
（
幻
這
―
-
）
と
言
っ
て
、
礼
と
仁
義
と
両
立
し
な
い
と
き
は
、
む
し
ろ
仁
義
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
称
し
た
。
こ
の
考
え
は
謡
曲

「
蝉
丸
」
（
せ
み
ま
る
）
に
お
い
て
「
松
虫
鈴
虫
き
り
ぎ
り
す
の
鳴
く
や
夕
陰
の
山
科
（
や
ま
し
な
）
の
里
人
（
さ
と
び
と
）
も
と
が
む

な
よ
。
狂
女
な
れ
ど
心
は
清
滝
川
（
き
よ
た
き
が
わ
）
と
知
る
べ
し
、
」
と
あ
る
に
当
る
と
考
え
う
る
し
、
ま
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
礼

m
a
r
k
)

に
は
英
国
人
の

:
:
m
a
d
n
e
s
s
"
を
た
た
え
る
意
味
に
お
い
て
墓
掘
り
と
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
王
子
と
の
対
話
を
書
い
て
い
る
が
、

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
文
豪
が
こ
の
礼
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
人
を
非
礼

(
r
u
d
e
n
e
s
s
)

上
述
の
キ
ニ
ア
ケ
ゴ
ー
ア
の
質
的
弁
証
法
に
当
る
考
え
が
古
来
つ
よ
い
デ
ソ
マ
ー
ク
で
は
礼
は
す
で
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
当
時
に
よ
く

の、

の
英
国
人
に
対
比
し
て
う
え
の
対
話
を
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

か
れ
が
非
礼
な
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
正
義
を
通
じ
て
何
を
言
わ
ん
と
す
る
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
寿
岳
文
章
氏
も
イ

3
 

ギ
リ
ス
に
は
「
健
康
な
狂
気
」
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
作
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

(
H
a
m
l
e
t
,
P
r
i
n
c
e
 
of 
D
e
n
,
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山
能
楽
で
尊
ぶ
「
幽
玄
J

、
「
し
ぶ
し
」
と
は
世
阿
弥
の
「
幽
玄
」
、
「
し
ぶ
し
」
で
あ
り
（
本
誌
5
9
頁
注
り
）
、
「
わ
び
」
、
．
「
さ
び
」
の
意
味
の
「
幽
玄
」
、
「
し
ぶ
し
」
、
明

治
い
ご
の
「
し
ぶ
い
」
で
は
な
い
。
こ
の
世
阿
弥
的
「
幽
玄
」
の
美
は
文
化
的
茶
道
や
写
実
主
義
の
新
旧
華
道
（
印
象
主
義
の
生
花
〔
い
け
ば
な
、
セ
イ
カ
〕
を
含
む
）

と
両
立
し
う
る
。
現
代
の
文
化
的
茶
道
は
禅
的
な
1
種
の
行
持
戒

(karma-sila)
ー
行
持
戒
は
止
持
戒

(akiirya,sila)
と
区
別
さ
れ
る
ー
た
る
、
昔
風
の
、
禅
僧
珠

光
の
流
を
く
む
「
わ
び
」
的
茶
道
と
区
別
さ
れ
る
。

団
お
そ
よ
広
義
の
ニ
テ
ィ
ケ
ッ
ト
に
は
積
極
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
礼
ー
savoir,vivre--ー
と
消
極
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち

g
o
o
d
m
a
n
n
e
r
s
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ソ
ス

や
デ
ソ
マ
ー
ク
で
は
フ
ラ
ソ
ス
的
な

sociabilite
の
親
念
（
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、
付
録
、

37
頁
ー
）
か
ら
器
voir,vivre
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
に

反
し
、
英
国
で
は

g
8
d
m
a
n
n
e
r
s
が
行
わ
れ
る
程
度
で
あ
り
、
礼
は
フ
ラ
ソ
ス
な
ど
に
比
し
て
は
な
は
だ
少
い
。
こ
の

g
8
d
m
a
n
n
e
r
s
と
は

8cial
practices 

at the time of the e
m
b
a
r
a
s
s
m
e
n
t
 in 
the presence of others -
\
,
,
,
~
~
-
i
t
'
~

＾
茄
即
で
の
辛
塩
滋
皿
で

4
の
り
、
碑E極
的
｝
なi

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
晩
食
の
あ
と
客
は
総

括
的
に
礼
を
い
う
慣
習
が
フ
ラ
ソ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
に
存
し
、
＾
＾
J'ai
passe u
n
e
 tres 
b
o
n
n
e
 soiree,≫

に
当
る
デ
ソ
マ
ー
ク
語
は

'
T
a
k
for 
mad,'
で
あ
る
が
、

こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
に
当
る
英
語
は
存
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

(
E
l
i
器

Bredsdorff,
Danish, 
p. 
184)。
む
ろ
ん
英
国
に
お
い
て
も
識
者
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
起
源

の
諺
で
あ
る

0̂
Fair
a
n
d
 softly 
g
o
 far 
in 
a・
 

day,"
を
用
い
て
礼
の
必
要
を
知
っ
て
お
り
、

m
邑
ical
etiquette
や

legal
et.
の
名
に
て
医
者
や
弁
護
士
の
間

の
仁
義
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
が
、
礼
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ほ
ど
よ
く
行
わ
れ
な
い
。

一
方
に
お
い
て
、
今
日
の
日
本
の
団
地
の
若
マ
ダ
ム
た
ち
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
か
ら
育
児
そ
の
他
に
つ
い
て
の
他
人
の
忠
告
と
助
言
を
怒
る
の
は
ど
こ
か
狂
っ
て

い
る
と
い
う
意
見
が
、
関
西
の
団
地
を
例
に
出
し
て
読
売
教
聞
の
昭
和
39
年
8
月
2
0
日
の
諸
版
に
出
て
、
団
地
研
究
会
の
川
口
勇
関
大
教
授
も
か
か
る
忠
告
や
助
言
は
決

し
て
プ
ラ
イ
バ
ツ
ー
の
侵
害
で
は
な
い
旨
を
云
っ
て
い
る
。
し
か
り
川
口
教
授
の
見
解
は
正
し
く
、

privacy
を
尊
重
す
る
英
国
人
も
ま
た
「
忠
告
権
」

(right
to 

w
a
r
n
)
は
各
人
の
有
す
る
道
義
上
の
権
利
で
あ
り
、
な
に
び
と
も
そ
の

privacy
に
つ
い
て
も
他
人
の
忠
告
に
耳
を
借
す
の
が

g
8
d
m
a
n
e
r
s
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
英
国
人
が

g
o
&
m
a
n
n
e
r
s
を
正
義
と
愛
と
無
関
係
に
考
え
ず
そ
れ
ら
の
補
充
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

固
寿
岳
文
章
、
こ
の
英
国
人
（
ア
テ
ネ
文
庫
47)
、
3
頁。

つ
ぎ
に
オ
リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
に
つ
い
て
既
に
概
説
し
た
と
こ
ろ
を
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
に
、
特
殊
創
造
説
と
そ
の
変
形
た
る
超
絶
的

流
出
説

(
d
o
c
t
r
i
n
e
o
f
 t
r
a
n
s
c
e
n
d
e
n
t
 
e
m
a
n
a
t
i
o
n
)
に
基
づ
く
自
然
征
服

(
B
e
z
w
i
n
g
e
n
d
e
r
 N
a
t
u
r
,
 
B
e
h
e
r
r
s
c
h
u
n
g
 
d
e
r
 
N
・
9
 

が
一
切
を
創
造
し
た
と
い
う
考
え
で
あ
り
、

自
然
支
配
）
観
は
大
自
然
の
征
服
と
人
間
の
自
然
の
本
性
を
一
切
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
殊
創
造
説
と
は
一
時
的
に
造
物
主

イ
ン
ド
の
リ
グ
11
ヴ
ェ
ー
ダ

(
R
g
,
v
e
d
a
)

に
認
め
る
造
物
主
と
し
て
の

P
r
a
j
a
p
a
t
i

の
考

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

六
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し
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
の
ニ
ホ
バ
信
仰
は
こ
れ
で
あ
り
、
う
え
の
超
絶
的
流
出
説
は
イ
ン
ド
神

う
え
の
特
殊
創
造
説
の
ば
あ
い
は
常
に
そ
れ
と
陽
に
結
ん
で
自
然
征
服
観

が
出
て
い
る
が
、
流
出
説
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
で
な
く
、

サ
ガ
ラ

(
S
a
g
a
r
a
)

＇ ノ‘

王
の
六
十
千
王
子

(!}a!jtiJ:.i

putra,sahasriil}i) 

い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
や
い
わ
ゆ
る

の
プ
ル
シ
ャ
が
昇
天
す
る
神
話
に
は
流
出
説
と
自
然
征
服
の
陽
な
る
結
び
つ
き
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

ll 

大
乗
の
諸
行
無
常
観
は
う
え
の
流
出
説
と
陰
に
結
合
し
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
法
華
経
地
湧
菩
薩
品
は
こ
の
結
合
を
陰
喩
も
て
非

難
し
て
い
砂
゜

い
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、

94
頁
参
照
。

固
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
法
華
経
の
こ
の
意
味
の

s
y
m
b
o
l
i
s
m
は
わ
が
富
永
半
次
郎
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
氏
は
梵
文
の
六
十
千
の
六
十
を
も
っ
て
「
六
十

tantra」

の
陰
喩
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
東
京
帝
大
仏
教
青
年
会
編
、
仏
教
思
想
講
座
ー
、
富
永
氏
、
釈
尊
の
仏
教
1

器
頁
）
。

う
え
に
見
る
特
殊
創
造
説
と
自
然
征
服
の
陽
な
る
結
合
に
は
造
物
主
の
創
造
時
に
お
け
る
意
思
を
汚
れ
た
る
現
世
に
知
ら
し
め
る
た
め

神
の
代
理
人
と
し
て
国
王
の
専
制
が
認
め
ら
れ
る
。
世
に
い
わ
ゆ
る
「
オ
リ
ニ
ン
ト
的
専
制
」
は
多
く
の
ば
あ
い
に
こ
の
意
味
の
専
制
を

指
し
て
い
る
。
か
か
る
宗
教
的
思
想
の
も
と
に
て
は
実
定
法
は
発
達
し
な
い
。

は
う
え
の
ご
と
き
オ
リ
ニ
ン
ト
的
専
制
の
考
え
は
必
ず
し
も
生
れ
ず
、

話
に
お
け
る
原
人
(
P
r
u
~
a
)

よ
り
の
流
出
の
考
え
で
あ
る
。

え
は
別
と
し
て
、
古
代
シ
ナ
に
お
け
る
儒
教
的
俗
信
仰
、

つ
ぎ
に
う
え
の
流
出
説
と
自
然
征
服
の
陰
な
る
結
合
か
ら

い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
は
自
己
身
体
を
灰
減
す
る
を
最
高
の
理
想
と

な
お
オ
リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
に
お
い
て
は
う
え
の
自
然
征
服
観
か
ら
例
外
的
象
徴
の
ほ
か
は
芸
術
を
含
め
て
一
切
の
娯
楽
を
否
定
す
る
。

「
ア
ポ
ロ
仏
」

(le
B
o
u
d
h
a
 a
p
o
l
l
i
n
i
e
n
)

出
現
ま
で
イ
ン
ド
に
仏
像
が
出
現
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
と
は
云
え
、
今
ま

で
の
特
殊
創
造
説
は
か
な
ら
ず
し
も
自
然
征
服
観
と
そ
れ
に
基
づ
く
芸
術
否
定
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
。
プ
ラ
ト
ー
ン
は
芸
術

を
も
っ
て
イ
デ
ア
の
世
界
の
模
倣
の
術
と
な
し
、
こ
の
世
界
を
直
接
に
模
倣
す
る
音
楽
の
み
を
真
の
芸
術
と
な
し
、
自
然
界
は
イ
デ
ア
の

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

世
界
の
不
完
全
な
模
倣
で
あ
る
か
ら
、
美
術
は
か
か
る
模
倣
の
模
倣
た
る
意
味
で
低
級
の
芸
術
で
あ
る
と
し
、
更
に
実
在
の
意
識
な
く
現

象
の
み
を
写
す
詩
人
・
絵
か
き
を
国
家
よ
り
追
放
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ト
ー
ン
は
特
殊
創
造
説
を
有
し
た
。
し
か
し
ォ

リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
の
特
殊
創
造
説
か
ら
は
プ
ラ
ト
ー
ン
的
芸
術
尊
重
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、5
•
6

頁
。

以
上
に
お
い
て
東
洋
的
世
界
観
を
述
べ
た
。
つ
ぎ
に
西
洋
（
欧
米
）
的
世
界
観
を
う
か
が
う
に
、
ま
ず
そ
の
⑥
ギ
リ
シ
ャ
11

ロ
ー
マ
的

世
界
観
を
見
る
。
こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
古
代
ロ
ー
マ
お
よ
び
現
代
英
国
に
お
け
る
世
界
観
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
う
え
の
創
造
的
進
化

＇
説
は
存
す
る
も
、
汎
神
説
は
存
し
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
創
造
的
進
化
説
を
う
か
が
う
に
、
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
、
広
い
意
味
で
の
こ
の
進
化
説
と
そ
の
最
高
文
芸
観
に
つ
い
て
は
す
で
に
ア
ジ
ア
的
世
界
親
の
創
造
的
進
化
説
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
を
援
用
し
う
る
も
、
以
下
少
し
も
こ
れ
を
詳
論
す
る
。
．

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
別
に
論
じ
る
ご
と
く
、
正
義
と
愛
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
形
式
論
理
学
(
f
o
r
m
a
l
l
o
g
i
c
)
ー

形

而

上
学
的
論
理
学
た
る
弁
証
法

(
d
i
a
l
e
c
t
i
c
)

に
対
す
る
意
味
ー
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
こ
そ
西
洋
に
お
け

る
形
式
論
理
学
の
樹
立
者
で
あ
っ
た
。

た
語
の

d
i
a
l
e
k
t
i
k
e
h

(
対
話
法
、
弁
証
法
）
で
示
さ
れ
る
方
法
、
言
い
か
え
れ
ば

m
a
i
e
u
t
i
k
e
h

(
産
婆
術
、

m
a
i
a
1
1
産
婆
）
に
よ
っ
て

(1) 

そ
も
そ
も
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
が
概
念
的
認
識
（
真
理
）
は

d
i
a
l
e
g
e
s
t
h
a
i

(
対
話
、
問
答
）
か
ら
出

帰
納
的
に
得
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の

d
i
a
l
e
k
t
i
k
e
h

は
1
人
相
手
に
行
わ
れ
る
か
ら
、
多
数
相
手
の
言
論
技
術
た
る

r
h
e
t
o
r
i
k
e
h

と
区

別
さ
れ
る
。
こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
見
解
に
対
し
プ
ラ
ト
ー
ン
は
こ
の
種
の
帰
納
法
を
補
う
に
プ
ラ
ト
ー
ン
的
演
ニ
キ
法
を
も
っ
て
し
、

こ
の

2
方
法
を

d
i
a
l
e
k
t
i
k
e
h

と
称
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
か
か
る
プ
ラ
ト
ー
ン
の

d
i
a
l
e
k
t
i
k
e
h

は
真
の
学
問
的

方
法
た
る
形
式
論
理
学
の
帰
納
法
・
演
ニ
キ
法
の
準
備
た
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
形
式
論
理
学
を
西
洋
に
お
い
て
樹
立
す
る
に
至
っ
た
。

六
四
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

六
五

リ
シ
ャ
11
ロ
ー
マ
的
世
界
掘
に
論
及
し
た
。

そ
れ
は
む
ろ
ん
最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
の
何
た
る
や
に
つ
い
て
、

2

本

イ
11
ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
の
場
合
は
、

(1) 

論

自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、

29
頁、

59
頁
。
自
著
、
英
国
刑
事
公
民
政
治
史
序
説
、

2
1
7

頁。

な
お
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、

と
称
し
た
が
、

に
正
統
的
と
考
え
ら
れ
る
か
。

ヘ
プ
ラ

プ
ラ
ト
ー
ン
と
と
も
に
芸
術
を
「
模
倣
の
術
」

(
t
e
h
s
m
i
m
e
s
e
0
1
s
 t
e
k
h
n
e
,
 
m
i
m
e
s
i
s
=
i
m
i
t
a
t
i
o
n
)
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
「
模
倣
」
・
（
ミ
ー
メ
ー
ス
ィ
ス
）
と
は
自
然
美
の
模
倣
で
あ
り
、
こ
の
ば
あ
い
自
然
の
純
化
す
な

わ
ち
自
然
の
欠
点
を
補
う
こ
と
が
目
的
と
せ
ら
れ
た
。
か
か
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
的
芸
術
観
に
基
づ
く
ギ
リ
シ
ャ
芸
術
の
具
体
的
作
品

に
つ
い
て
は
別
に
論
及
す
る
。

ま
た
英
国
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
的
世
界
観
に
論
述
し
た
ほ
ど
の
礼
の
発
達
を
見
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
述
し
た
。

最
後
に
西
洋
的
世
界
観
の
う
ち
⑯
ヘ
ブ
ラ
イ
11
ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
と
は
オ
リ
ニ
ン
ト
的
な
ユ
ダ
ヤ
の
ニ
ホ
バ
信
仰
に
茎
因
す
る
キ
リ

ス
ト
教
的
特
殊
創
造
説
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
オ
リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
援
用
し
う
る
。
西

洋
に
お
け
る
君
主
専
制
は
、
北
欧
の
場
合
を
除
き
、
多
く
こ
れ
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、

特
殊
創
造
説
と
そ
れ
に
基
づ
く
自
然
征
服
観
が
芸
術
否
定
に
陥
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

プ
ラ
ト
ー
ン
の
場
合
（
既
述
）
に
通
じ
る
。

以
上
に
お
い
て
孔
子
の
音
楽
論
と
カ
イ
ザ
ー
リ
ソ
の
ア
ジ
ア
観
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
ー
ス
説
を
中
心
に
ギ

上
述
の
諸
論
説

に
向
っ
て
対
位
法
的

(
c
o
n
t
r
a
p
u
n
t
a
l
)
説
明
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
リ
ニ
ン
ト
的
世
界
観
と
の
差
と
し
て
、

こ
の
点
で

し
か
ら
ば
こ
の
伝
統
的
政
治
学
の
●
菜
ッ
考
え
が
何
故

一
言
も
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
考
え
が
す
で
に
緒
諸
の
冒
頭
に
記
し
た
ご
と
く
「
後
・
量
子
論
的
」
と
考
え
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を
対
象
と
し
て
、
意
識
な
き
心
理
学

(
p
s
y
c
h
o
l
o
g
y

ら
れ
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
に
は
、
量
子
論
の
発
達
と
関
連
し
て
社
会
科
学
の
発
達
を
論
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
量
子
論
（
庄
e
q
u
a
n
t
u
m
 t
h
8
q
)
と
は
理
論
物
理
学
に
お
い
て
、
原
子
世
界
の
物
理
法
則
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
子
よ
り
も
「
微
視
的
」

(misroscopic)

（
マ
ク
ロ
経
済
学
の
代
表
た
る
ケ
イ
ン
ズ
理
論
と
い
う
と
き
の

macrscopic
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
）
な
素
粒
子

(elementary
particles)
の
個
々
ま
た
は
そ
の

集
り
を
取
扱
い
、
素
粒
子
を
量
の
粒
子
と
見
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
よ
り
ハ
イ
ゼ
ン
ペ
ル
ク
は
機
械
論
を
否
定
し
、
ボ
ー
ア
は
補
足
性
原
理
を
主
張
し
た
。
学
者

あ
る
い
は
論
じ
て
日
く
、
今
日
の
物
性
論
・
電
子
工
学
な
ど
は
量
子
論
と
関
係
す
る
も
、
原
子
を
越
え
る
巨
視
的
世
界
に
つ
い
て
は
古
典
物
理
学
が
解
析
学
（
微
分
・
積

分
）
を
も
用
い
て
天
体
そ
の
他
の
運
動
を
十
分
に
調
べ
、
そ
れ
が
天
文
学
・
土
木
工
学
・
建
築
工
学
・
機
械
工
学

(cybernetics
を
含
む
）
そ
の
他
の
応
用
科
学
の
基

礎
た
り
う
る
資
格
を
十
分
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
応
用
科
学
は
抽
象
数
学
を
用
い
る
量
子
論
か
ら
超
然
た
り
う
る
か
ら
、
モ
ル
的
行
動
の
ご
と
き
巨
視
的
世
界
を
対
象
と

す
る
政
治
学
と
量
子
論
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
り
人
間
行
動
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
ボ
ー
ア
の
認
め
る
、
知
識
の
補
足
関
係
は
存
す
る
。
し
か

し
後
述
の
ご
と
く
ヘ
ン
ク
ル
教
授
に
従
っ
て
｀
｀
、
ソ
コ
フ
ス
キ
イ
世
界
の
外
に
あ
る
実
在
を
認
め
る
と
き
は
量
子
論
は
正
統
政
治
学
と
大
い
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
量
子
論
が
今
世
紀
の
初
頭
に
出
現
す
る
に
至
る
ま
で
は
、
理
論
物
理
学
は
古
典
理
論

(
t
h
e
classic 
t
h
e
o
r
y
)

の
時
代
で
あ
り
、

こ
の
古
典
物
理
学
は
物
理
学
の
い
わ
ゆ
る
「
巨
視
的
な
」

(
m
a
c
r
o
s
c
o
p
i
c
)
世
界
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
直
接
ふ
れ
る
よ
う
な

大
き
さ
の
世
界
の
物
理
法
則
を
究
明
し
、
そ
れ
以
下
の
大
き
さ
の
世
界
た
る
「
徴
視
的
」
世
界
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
分
子
世

界
を
究
明
す
る
に
と
ど
ま
り
、
分
子
は
原
子
よ
り
構
成
せ
ら
れ
る
も
原
子
は
そ
の
名

a
t
o
m
s

の
語
源
的
に
意
味
す
る
ご
と
く
分
割
し
え
ざ

る

(
a
,
t
e
m
n
e
i
n
)
究
極
的
粒
子

(
u
l
t
i
m
a
t
e
particles)
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
。
う
え
の
古
典
物
理
学
の
方
法
を
徹
底
的
に
生
物
学
に
適

用
し
て
パ
ー
ヴ
ロ
フ

(
P
a
v
l
o
v
)

の
生
理
学
的
原
理
た
る
条
件
反
射

(
u
s
l
o
v
n
y
j
refleks)
が
主
張
さ
れ
、

ト
ス
ン
(
W
a
t
s
o
n
)

は
こ
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
心
理
学
に
適
用
し
て
行
動
主
義

(
b
e
h
a
v
i
o
u
r
i
s
m
)

の
心
理
学
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た

が
、
従
っ
て
こ
の
行
動
主
義
心
理
学
は
分
子
的
行
動

(
m
o
l
e
c
u
l
a
r
b
e
h
a
v
i
o
u
r
)
 

w
i
t
h
o
u
t
 c
o
n
s
c
i
o
u
s
n
e
s
s
)

で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
後
に
出
現
す
る
新
行
動
主
義

(
n
e
o
-
b
e
h
a
v
i
o
u
r
i
s
m
)
の
心
理
学
は
モ
ル
的
行
動

(
m
o
l
a
r
 b
e
h
a
v
i
o
u
r
)

を
対
象
と
し
、
意
識
あ
る
心
理
学

(p.
w
i
t
h
 c.)

で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
ヴ
ェ
ー
ラ
ー

(
W
o
h
l
e
r
)
が
1
8
2
8

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

1910年
＇
台
に
米
国
の
ウ
ォ

六
六
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論
）
が
成
立
し
、

ll 

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
科
学
的
業
蹟

(scientific
a
c
h
i
e
v
e
m
e
n
t
s
)

と
並
行
す
る
長
寿
に
よ
る
名
声
も

あ
っ
て
、
こ
の
合
成
を
理
由
と
し
て
有
機
物
も
無
機
物
と
同
じ
原
理
に
支
配
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
ひ
ろ
く
学
界
に
承
認
せ
ら
れ
た
。
以
上

の
ご
と
き
物
理
学
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
の
う
生
化
学

(
b
i
o
c
h
e
m
i
s
t
r
y
)

と
行
動
主
義
心
理
学
の
成
立
な
ど
に
よ
り
、
す
で
に
カ
ン
ト
の

不
可
知
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
の
出
現
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
19
世
紀
末
か
ら

1910年
台
に
か
け
て
、
理
論
物
理
学
者
の
間
に

は
素
朴
実
在
論
を
前
提
と
し
て
機
械
論
的
因
果

(
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
c
a
u
s
a
l
i
t
y
)

を
主
張
す
る
声
が
高
く
、

六
七

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
は
満
82
歳
の
死
に
至
る
ま
で
ゲ
テ
ィ
ゲ
ン

(Gottingen)
大
学
教
授
と
し
て
約
50
年
の
あ
い
だ
大
い
に
そ
の
業
蹟
を
発
揮
し
た
。

ラ

ヘ
ー
ゲ
ル

う
え
の
ご
と
き
自
然
科
学
に
お
け
る
唯
物
機
械
論
的
傾
向
の
影
響
と
し
て
社
会
科
学
方
面
で
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
史
的
唯
物
論
（
機
械

ま
た
自
然
科
学
的
な
機
械
論
と
調
和
す
る
社
会
学
と
し
て
の
現
実
社
会
学

(
R
e
a
l
s
o
z
i
o
l
o
g
i
e
)

(
社
会
過
程
論
）
と
う

え
の
調
和
の
な
い
社
会
学
と
し
て
の
文
化
社
会
学
を
認
め
る
二
元
論
が
生
れ
た
。

ま
た
1
8
0
5
年
に
オ
ス
，
ト
ヴ
ァ
ル
ト

(
O
s
t
w
a
l
d
)

ー
ー
ー
オ
ズ
ワ
ル
ド

(
O
s
w
a
l
d
)

と
は
別
人
ー
ー
ー
は
不
変
的
実
体
と
し
て
の
物
質
を
排

し
、
不
変
的
実
体
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
認
め
た
が
、
こ
れ
は
古
典
物
理
学
に
お
い
て
単
な
る
実
験
上
の
原
理
で
あ
る
ェ
ネ
ル
ギ
ー
不

滅
を
形
而
上
学
に
移
す
も
の
で
、
機
械
論
で
は
あ
る
が
、
唯
物
論
と
区
別
さ
れ
る
ニ
ネ
ル
ゲ
ー
テ
ィ
ク

(
E
n
e
r
g
e
t
i
k
,
f-1

ネ
ル
ギ
ー
論
）

を
主
張
す
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
は
社
会
科
学
に
応
用
さ
れ
、
社
会
の
な
す
ニ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
努
力
に
反
抗
し
よ
う
と
す
る
、
人
間
の

先
天
的
気
質
の
徴
表
と
し
て
の
犯
罪
を
認
め
、
良
心
の
自
由
を
否
定
す
る
学
説
を
生
じ
た
。
な
お
カ
ン
ト
の
批
判
主
義
に
も
、

の
観
念
論
に
も
、
自
然
科
学
的
唯
物
論
に
も
満
足
し
え
な
い
ひ
と
び
と
の
間
に
実
証
主
義

(
p
o
s
i
t
i
v
i
s
m
)

と
1910年
台
に
お
け
る
、

ッ
ス
ル
新
実
在
論

(
t
h
e
n
e
w
 r
e
a
l
i
s
m
 o
f
 R
u
s
s
e
l
)
と
の
隆
盛
を
招
い
た
。
し
か
し
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
史
的
唯
物
論
を
含
む
、
自
然
科

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

(1) 

法
を
主
張
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

年
に
尿
素
合
成
に
成
功
し
て
い
ら
い
、

そ
の
間
に
は
い
ま
だ
唯
物
弁
証
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滋
波
説
に
対
す
る
遠
慮
で
あ
っ
た
。

自
然
科
学
の
対
象
と
し
て
窮
極
的
な
も
の
は
従
来
、

こ
の
考
え
は
二

radiation, 
S
t
r
a
h
l
u
n
g
)

と
は
振
動
体

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

6
 

学
外
に
お
け
る
上
述
の
諸
見
解
は
前
・
量
子
論
的
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。

り
実
際
の
経
験
的
事
実
を
重
ん
，
じ
、
そ
れ
以
上
を
全
く
不
可
知
で
あ
る
と
し
て
取
扱
わ
な
い
。

固
ラ
ッ
ス
ル
な
ど
の
新
実
在
論
に
よ
れ
ば
、
理
性
経
験
と
区
別
さ
れ
る
知
覚
経
験
は
カ
ソ
ト
の
い
う
ご
と
き
現
象
で
は
な
く
、
客
観
的
実
在
の
認
識
で
あ
る
と
し
て
、
中

性
的

(neutral)
な
も
の
の
実
在
を
主
張
す
る
。

固
ニ
ネ
ル
ギ
ー
散
逸
の
原
則

(11ニ
ソ
ト
ロ
ビ
ー
増
大
の
原
則

11熱
力
学
の
第
2
法
則
）
も
量
子
論
的
な
微
視
現
象
に
つ
い
て
は
絶
対
的
で
は
な
い
。

し
か
る
に
今
世
紀
に
入
り
、

1
9
0
0
年
に
量
子
論
が
ま
ず
ニ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
論
と
し
て
プ
ラ
ン
ク

(
P
l
a
n
c
k
)

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
。

物
質
と
放
射
で
あ
り
、

放
射
（
フ
ク
射
、

(
v
i
b
r
a
t
o
r
)

た
る
物
質

(
m
a
t
t
e
r
,
M
a
t
e
r
i
e
)
か
ら
放
出
（
射
出
、

e
m
i
s
s
i
o
n
,
A
u
s
s
e
n
d
u
n
g
)

さ
れ
る
ニ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
熱
線
・

光
（
い
わ
ゆ
る
可
視
光
線
）
・
紫
外
線
・

X
線
・

r線
・
宇
宙
線
な
ど
を
い
う
。
こ
れ
ら
は
従
来
、
波
動
と
し
て
一
元
的
に
説
明
さ
れ
て
来

た
。
し
か
る
に
プ
ラ
ソ
ク
は
熱
（
赤
外
線
）
放
射
を
説
明
す
る
た
め
「
放
射
の
放
出
」(
~
u
s
s
e
n
d
u
n
g

v
o
n
 S
t
r
a
h
l
u
n
g
)
.
と
放
射
の
吸

こ
の
説
を
作
用
素
董
子

収

(
A
b
s
o
r
p
t
i
o
n
)

は
不
連
続
的

(
d
i
s
k
o
n
t
i
n
u
i
e
r
l
i
c
h
)

な
一
定
量
を
も
っ
て
す
る
と
の
理
論
を
主
張
し
て
、

の

ニ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
の
主
張
で
あ
る
。

仮
説

(
H
y
p
o
t
h
e
s
e
d
e
s
 e
l
e
m
e
n
t
a
r
e
n
 W
i
r
k
u
n
g
s
q
u
a
n
t
u
m
s
)

と
称
し
た
。

ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
の
構
造
を
も
粒
子
と
見
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
含
み
を
表
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

ニ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
を
粒
子
と
見
な
す
こ
の
考
え
の
一
部
を
光
に
つ
い
て
1
9
0
5
年
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
光
量
子
仮
説
と
し
て
発
表
し
、
光
電
効
果
の
説
明
に
用
い
た
が
、
光
量
子
仮
説
の
最
も
有
力
な
証
明
は
1
9
2
3
年
に
お
け
る
カ
ム
ト

の

ゥ
ン
(
C
o
m
p
t
o
n
)

に
よ
る
カ
ム
ト
ゥ
ン
効
果
の
発
見
で
あ
っ
た
。

2
 A
t
h
u
r
 Haas, D
a
s
 Naturbild der n
e
u
g
P
h
y
s
i
k
,
 3
.
 
Aufi., S. 
5
3
.
 

固

A
•
H
器

s
,
a. 
a. 
0., S
.
 5
5
.
 

固

T
h
e
so,8lI邑
9
m
p
t
o
n
Effect=光
そ
の
他
の
放
射
が
微
粒
子
に
当
り
、
そ
の
方
向
を
変
え
ら
れ
、
不
規
則
に
な
る
こ
と
を
散
乱

(dispersion,NeBヰ
euung)

六
八
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か
く
て
今
世
紀
に
入
っ
て
量
子
論
の
発
展
に
よ
り
、

六
九

(1) つ
い
で
1
9
2
4
年
プ
ロ
イ
ー

(Broglie)
は
物
質
波
仮
説
に
よ
っ
て
、

つ
ね
に
粒
子
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
物
質
に
つ
い
て
そ
れ
ら
は
振

と
い
う
が
、

X
線
が
軽
い
元
素
原
子
に
当
っ
て
散
乱
さ
れ
る
の
を
見
る
と
、

X
線
の
波
長
が
散
乱
さ
れ
て
増
し
、
（
振
動
数
が
減
る
）
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
い
わ
ゆ

る
カ
ム
ト
ゥ
ン
効
果
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
振
動
数
の
増
減
は
電
磁
説
で
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
を
光
に
つ
い
て
云
え
ば
、
今
日
で
は
光
の
反
射
・
屈
折
な
ど
の
湯
合

は
粒
子
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
る
が
、
光
が
水
面
に
浮
い
た
油
の
ご
と
き
薄
膜
に
当
る
と
き
、
美
し
い
干
渉
色

(interference8lours)
を
呈
し
、
ま
た
光
が
毛
の
よ

う
な
細
い
ス
キ
を
通
る
と
き
回
折
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
光
は
波
動
と
し
て
働
く
と
今
日
も
な
お
考
え
ら
れ
る
。

動
体
た
る
粒
子
と
考
え
ら
れ
る
の
は
関
与
物
体
が
大
な
る
と
き
で
あ
り
、
原
子
大
以
下
の
小
構
造
に
関
し
て
波
動
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

理
論
的
に
主
張
し
、
こ
の
仮
説
は
1
9
2
7
年
デ
イ
ヴ
ィ
ス
ン

(
D
a
v
i
s
o
n
)
、

ll 

B
e
u
g
u
n
g
)
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
。

Davison, 
Germer
両
氏
の
発
見
し
た
の
は
電
子
が
、

X
線
と
同
様
に
、
ニ
ッ
ケ
ル
結
晶
内
の
原
子
群
に
当
る
と
回
折
を
お
こ
す
こ
と
で
あ
る
。

盾
が
主
張
さ
れ
、

は
崩
壊
し
た
が
、

ジ
ャ
ー
マ

1
(
G
e
r
m
e
r
)
両
氏
が
電
子
の
回
折

(diffraction,

ニ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
の
仮
説
と
物
質
波
仮
説
が
証
明
さ
れ
て
粒
子
性
と
波
動
性
の
矛

ll 

さ
ら
に
1
9
2
4
年
の
不
確
定
性
原
理
と
そ
れ
に
基
づ
く
1
9
3
1
年
に
お
け
る
補
足
性
原
理
が
強
調
さ
れ
、
カ
ン
ト
の
因
果
律

カ
ン
ト
の
不
可
知
論
は
科
学
的
に
裏
書
き
さ
れ
た
。
な
お
量
子
論
の
対
象
は
古
典
物
理
学
の
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
徴

視
的
な
世
界
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
の
ご
と
き
意
味
で
あ
る
か
ら
、
ボ
ー
ア
が
こ
の
点
に
基
づ
い
て
、
生
物
学
的
な
い
し
心
理
学
的
過
程

に
物
理
学
的
方
法
を
徹
底
的
に
用
い
る
と
き
、
観
測
手
段
の
観
測
対
象
へ
の
影
響
に
よ
り
生
物
の
死
を
招
く
か
ら
、
生
物
学
的
な
い
し
心

理
学
記
述
と
物
理
学
的
方
法
と
は
補
足
関
係
に
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
、
わ
が
田
辺
博
士
も
賛
成
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
述
の
不
確
定

性
原
理
に
よ
っ
て
「
徴
視
的
」
世
界
に
お
け
る
機
械
論
的
因
果
の
崩
壊
が
確
定
的
と
な
っ
た
。
機
械
論
の
う
け
た
こ
の
打
撃
と
ボ
ー
ア
に

よ
る
心
理
学
記
述
に
つ
い
て
の
う
え
の
補
足
関
係
の
主
張
は
分
子
的
行
動
を
対
象
と
す
る
従
来
の
行
動
主
義
心
理
学
に
代
っ
て
モ
ル
的
行

動
を
対
象
と
す
る
新
行
動
主
義
心
理
学
を
デ
ビ
ュ
ー
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学
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最
高
文
芸
と
し
て
の
正
統
政
治
学

自
著
、
王
冠
の
政
治
学
的
意
義

(
8
版）、

34
頁。

簸
子
論
の
も
と
に
お
け
る
徹
底
的
研
究
で
は
分
子
的
行
動
以
上
の
「
徴
視
的
」
行
動
に
ま
で
メ
ス
を
い
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。

う
え
の
量
子
論
的
自
然
科
学
に
お
い
て
1
9
3
1
年
の
補
足
性
原
理
成
立
に
至
る
ま
で
の
時
期
と
こ
の
成
立
い
ご
の
時
期
と
は
区
別
す
べ
き

で
あ
り
、
前
の
時
期
は
「
原
・
量
子
論
的
」
で
あ
り
、
後
の
時
期
は
「
後
・
量
子
論
的
」
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
前
の
時
期
に
お
い
て
マ
ル

ク
ス
主
義
が
量
子
論
の
影
響
を
受
け
て
「
自
然
弁
証
法
」
の
延
長
と
し
て
唯
物
弁
証
法
史
観
を
認
め
、
従
来
の
唯
物
機
械
論
を
修
正
す
る

の
は
、
原
・
量
子
論
的
意
義
を
持
ち
、
そ
の
点
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
一
歩
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
弁
証
法
史

観
も
こ
の
原
・
量
子
論
的
意
義
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
の
認
め
る
2
つ
の
真
理

(
t
w
o
t
r
u
t
h
s
)

ー
|
'
素
朴

実
在
論
と

1
種
の
形
而
上
学
的
弁
証
法
の

2
つ
の
ド
グ
マ
ー
ー

i

は
1
9
3
1
年
の
補
足
性
原
理
と
う
え
の
不
確
定
性
原
理
に
よ
っ
て
純
理
論
的

り
物
理
学
で
は
、
運
動
す
る
物
体
は
同
一
瞬
問
に
お
い
て
あ
る
場
所
に
存
在
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
場
所
に
存
在
し
な
い
と
い
う
矛
盾
が
古
来
、
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、

不
確
定
性
原
理
に
よ
っ
て
こ
の
矛
盾
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
ら
ば
最
後
に
、
後
・
量
子
論
的
意
義
あ
る
政
治
学
と
し
て
弁
証
法
の
実
存
主
義
と
形
式
論
理
の
正
統
政
治
学
の
優
劣
を
問
う
べ
く
、

実
存
主
義
政
治
学
の
代
表
と
し
て
田
辺
博
士
の
主
戦
論
（
以
下
、
単
に
実
存
主
義
と
い
う
）
を
と
り
、
正
統
政
治
学
の
代
表
と
し
て
ア
リ

う
え
の
実
存
主
義
で
は
、
ボ
ー
ア
の
、
心
理
学
的
記
述
に
関
す
る
補
足
関
係
の
考
え
か
ら
、
ボ
ー
ア
の
物
理
学
的
補
足
性
原
理
が
そ
の

背
後
に
認
め
る

D
i
n
g
a
n
 s
i
c
h
に
つ
い
て
、
物
理
学
的
方
法
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
よ
し
と
す
る
も
、
う
え
の
実
存
主
義
が

新
行
動
主
義
の
心
理
学
を
無
視
す
る
は
早
計
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
新
行
動
主
義
は
物
理
学
的
方
法
を
離
れ
て
モ
ル
的
行
動
を
対
象

田
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、

95
頁
に
紹
介
。

ス
ト
テ
レ
．
ー
ス
の
、
進
化
論
的
宗
教
を
基
礎
と
す
る
政
治
学
を
と
る
。

に
は
く
ず
れ
は
て
た
か
ら
で
あ
る
。

(2) (1) 

七
〇
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七

と
す
る
意
識
あ
る
心
理
学
で
あ
る
か
ら
。
む
ろ
ん
一
口
に
新
行
動
主
義
心
理
学
と
い
う
と
も
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル

(
M
c
D
o
u
g
a
l
l
)

の
そ
れ

”i 

は
環
境
を
ま
っ
た
＜
軽
視
し
て
個
体
を
偏
重
し
、
新
行
動
主
義
の
ゲ
シ
ュ
ク
ル
ト
心
理
学
は
個
体
と
環
境
の
双
方
を
ひ
と
し
く
尊
ん
だ
が
、

環
境
を
単
に
行
動
的
環
境
に
限
定
し
そ
の
た
め
、
全
体
主
義
に
陥
る
が
、
わ
た
く
し
は
そ
れ
ら
の
極
端
な
個
人
主
義
ま
た
は
全
体
主
義
を

自
著
、
王
冠
の
政
治
学
的
意
義

(
8
版）

3
0
|
3
2
頁。

わ
た
く
し
が
こ
こ
に
問
題
と
す
る
の
は
ト
ウ
ル
マ
ン

(
T
o
l
m
a
n
)
、

ハル

(
H
u
l
l
)

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
、
地
理
的
環
境
を
も
重
ん

じ
る
新
行
動
主
義
の
心
理
学
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
個
人
の
自
律
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
自
律
は
深
層
心
理
学
ー
一
種
の
意
識
な

き
心
理
学
で
は
あ
る
が
、
行
動
主
義
心
理
学
と
は
区
別
さ
れ
る
ー
た
る
ユ
ソ

(
J
u
n
g
)

の
精
神
分
析
学
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
る
と
き
、

道
徳
的
自
律
と
な
る
。

裏
書
き
さ
れ
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
う
え
の
政
治
学
は
最
も
進
ん
だ
心
理
学
原
理
た
る
こ
の
、
個
人
の
道
徳
的
自
律
に
よ
っ
て

更
に
ク
ラ
ボ
ト
キ
ン

(
K
r
o
p
o
t
k
i
n
)

や
最
近
の
群
集
生
態
学

(
s
y
n
e
c
o
l
o
g
y
)

の
認
め
る
相
互
扶
助
な
ど
に
よ
っ
て
裏

付
け
せ
ら
れ
る
。
ま
た
超
心
理
学

(
p
a
r
a
p
s
y
c
h
o
l
o
g
y
)

の
将
来
の
進
歩
に
よ
る
裏
書
き
に
も
期
待
し
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
ま
た
物
理

①
 

学
上
に
お
い
て
絶
対
を
4
次
元
空
間
の
そ
と
に
認
め
る
科
学
者
も
あ
る
。

り
自
著
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
進
化
論
的
宗
教
、
•
3
1
1
頁
、
出
頁
。

固
超
心
理
学
は

psi
ability
と
し
て

G
E
S
P
(clairvoyance, 
E
S
P
と

telepathy)
と

P
K
の
2
を
認
め
る
。
う
え
の
う
ち

E
S
P
は
他
の
動
物
に
も
存
す
る

も
の
が
人
間
に
て
退
化
し
て
お
り
、
女
子
お
よ
び
若
年
者
に
お
い
て
比
較
的
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
区
別
せ
ら
れ
る

telepathy
(
以
心
伝
心
）
の
研
究
は

P
K
研

究
と
と
も
に
い
ま
だ
甚
だ
し
く
幼
稚
で
あ
る
。
笞
lepathy
と

P
K
の
研
究
発
達
に
本
文
の
裏
書
き
を
期
待
す
る
。

固
ニ
ー
テ
ル
の
絶
対
静
止
を
裏
書
き
し
よ
う
と
す
る

Michelson,
M
o
l
e
y
の
実
験
が
失
敗
し
た
の
ち
、
ア
イ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
の
光
量
子
仮
説
で
こ
の
絶
対
静
止
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
イ

(Minkovskij)
は
こ
の
時
空
の
相
対
性
を
4
次
元
を
も
っ
て
説
明
し
た
。
し
か
ら
ば
絶
対
は
物
理
学
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

な
い
か
と
い
う
に
、
ジ
ー
ン
ズ
は
プ
ラ
ト
ー
ソ
や
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
J

ヌ
ス
に
見
る
、
時
と
宇
宙
の
同
時
創
造
の
思
想
に
物
理
学
的
説
明
を
与
え

0
g
g
,
Mysterious 

旧
固

言
う
の
で
は
な
い
。
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行
政
不
服
審
査
庁
の
法
的
性
格

U
且
v
e
r
s
e
)
、
ヘ
ン
ク
ル
教
授
(
P
r
o
f
•
H

臼
斥
l
)
は
ネ
＾
ソ
と
は
相
対
的
な
る
業
力
（
時
空
）
の
制
約
を
受
け
な
い
絶
対
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
業
感
縁
起

を
越
え
た
こ
の
、
小
乗
の
ネ
ハ
ン
は
大
乗
で
は
ラ
ヤ
縁
起
の
世
界
と
純
化
さ
れ
て
い
る
。
化
生
は

g円
巴
ざ
d
y
で
は
な
く
、
遣
伝
因
子
そ
の
他
の
物
質
を
有
せ
ず
、
放

射
の
み
に
よ
る
ニ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
行
う
生
物
（
衆
生
）
で
あ
り
（
ア
。
＾
ー
リ
ン
、
自
然
発
生
説
参
照
）
、
菩
薩
を
最
高
と
し
、
絶
対
者
は
無
量
寿
、
無
量
光
と
し
て
ミ

ソ
コ
フ
ス
キ
イ
世
界
の
制
約
外
に
あ
る
も
、
大
勢
・
至
を
報
身
と
し
、
観
音
を
化
身
と
し
、
ミ
ソ
コ
フ
ス
キ
イ
世
界
を
法
身
と
す
る
。

な
お
上
の
実
存
主
義
が
形
而
上
学
的
存
在
と
し
て
の
宇
宙
精
神
を
認
め
る
の
は
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
た
め
全
体
主
義
に
陥
り
、
個

性
の
絶
対
尊
厳
を
忘
れ
た
こ
と
と
形
而
上
学
的
弁
証
法
と
し
て
の
実
存
主
義
弁
証
法
を
認
め
た
こ
と
は
一
種
の
独
断
で
あ
り
、
こ
の
独
断

は
モ
ル
的
行
動
を
対
象
と
す
る
新
行
動
主
義
心
理
学
に
つ
い
て
の
無
理
解
に
出
発
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

い
な
お
実
存
主
義
政
治
学
の
母
胎
と
な
っ
た
個
人
主
義
的
実
存
主
義
は
純
粋
経
験
(
r
g
1
e
E
r
f
a
h
r
u
n
g
)
の
名
に
よ
っ
て
広
義
の
経
験
的
判
断
(
e
m
p
i
r
i啓
h
g
U
r
-

庄
e
i
l
)
1
経
験
〔
判
断
〕
（
E
r
f
a
h
l
u
n
g
s
u
r
t
h
e
i
l
)
す
な
わ
ち
普
通
に
い
う
、
ま
た
は
自
然
科
学
者
の
い
う
経
験
(
e
x
p
e
r
i
g
c
e
,
E
r
f
a
h
l
u
n
g
)
と
知
覚
〔
判
断
〕

0

a
百
色
nungsur.
;.perception, perceptive j
u
d
g
m
e
n
t
)
と
の
2
1
よ
り
以
前
の
概
念
的
判
断
(
c
o
n
c
e
p
t
i
v
e
j
.
)
1
判
断
と
し
て
知
覚
判
断
と
区
別
さ

れ
る
ー
を
意
味
せ
し
め
、
こ
の
意
味
の
独
断
的
ー
ー
後
・
量
子
論
的
で
は
あ
る
が
、
超
·
心
理
学
的
、
超
•
生
物
学
的
で
あ
る

1

主
張
に
よ
っ
て
一
種
の
、
形
而

上
学
上
の
唯
我
主
義
(
8
l
i
p
s
i
s
m
)
を
強
調
す
る
。
う
え
の
用
語
例
に
反
し
マ
ッ
＾

0
含
g
)
は
純
粋
経
験
の
称
に
よ
っ
て
感
覚
(
s
e
n
s
a
t
i
o
n
,
E
m
p
f
i
n
d
u
n
g
)
を
意

味
せ
し
め
て
い
る
。
う
え
の
「
超
・
心
理
学
」
と
は
「
超
心
理
学
」
（
宮
r
a
p
s
y
c
h
o
l
o
g
y
)
で
は
な
い
。
「
超
·
心
理
学
的
、
超
•
生
物
学
的
」
と
は
超
心
理
学
を
含
め
て

い
っ
さ
い
の
心
理
学
を
い
っ
さ
い
の
生
物
学
と
と
も
に
超
越
す
る
と
い
う
意
味
の
後
・
量
子
論
的
態
度
ー
ー
前
述
の
実
存
主
義
政
治
学
の
態
度
ー
を
意
味
す
る
。

七
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